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シアトル公共図書館のOPACで『ザリガニの鳴くところ』

件名（subject）に加えて
「ジャンル（genre）」

https://seattle.bibliocommons.com/v2/record/S30C3370260



シアトル公共図書館のOPAC
でキーワード「baseball」

https://seattle.bibliocommons.com/v2/

Topicとは別に、Form/Genre
のフィルター（ファセット）
その資料が「何であるか」
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「形式（form）」

NDC「形式区分」でおなじみ
形式
資料は、主題だけでなく形式を持つ。形式には、著作の叙述形
式や主題の取り上げ方、研究・指導法および資料の編集方法、出
版形態などが考えられる。NDCでは、一般補助表の形式区分に
その類型が示されている。

1.2.3.3 形式
NDCでは、①編集、出版の形式、②理論的・哲学的論述あるい
は主題に関する調査研究法・指導法等が、形式概念として一般補
助表の形式区分に用意されている。
これらの形式区分をその性質によって二分し、①を外形式、②を
内形式と呼ぶことがある。

「内形式」は、主題概念の一部ともいえるもの
本日の文脈で扱うのは、「外形式」（「提示形式」といった表現も）

『日本十進分類法新訂10版』「用語解説」

同「使用法」



「形式（form）」
『ALA図書館情報学辞典』 [第3版]（1983）
形式標目 form heading
書誌レコードに対するアクセス・ポイントの一つで、創作の類型（
文学、美術、音楽等）、書誌的対象資料中の著作の形式（例えば、
短編小説集、人物評集）、または、資料の一般的形態（例えば、地
図、百科事典および辞書）を示す語句からなる。

やや範囲が広いようにも思われる
NDCでいうと「文学共通区分」も？

文学共通区分
NDCにおける固有補助表の一つで、文学形式（ジャンル）を表
す細区分。（後略）

『ALA図書館情報学辞典』丸善, 1988

『日本十進分類法新訂10版』「用語解説」



「ジャンル（genre）」
『ALA図書館情報学辞典』 第4版（2013）

ジャンル genre
ミステリー、ロマンス、歴史フィクションのような、文学のカテゴリー。
訴求要素となりうる。

ジャンル標目 genre heading
書誌的記録へのアクセス・ポイントのうち、書誌的対象資料に含ま
れる著作の構成（文学、美術、音楽など）の種別を表す語または語
句から成るもの（例：短編小説、肖像）。または、資料の一般的形式
を表すもの（例：地図帳、百科事典、辞典）。形式標目と同義。

比較的最近になって辞典に登場
「ジャンル」と「形式」の区別はあいまい？
「ジャンル」は、主に芸術分野に用いられる（一般語としても）

ALA glossary of library and information science, 
4th ed. ALA, 2013 訳は渡邊



「ジャンル（genre）」と「形式（form）」
本来、ある程度の区別

LCGFT（後述）の初期文書
形式：特定のフォーマットないし目的による特性

“short”   “animation”

ジャンル： プロット、テーマ、設定、キャラクターによるカテゴリー
“westerns”  “thrillers”

Frequently Asked Questions about Library of Congress

Genre/Form Terms for Library and Archival Materials 

(LCGFT) 

https://www.loc.gov/catdir/cpso/genre_form_faq.pdf

現在のLCGFTやNDLGFTでは、特に区別を行わないの
で、これ以上追求しない

https://www.loc.gov/catdir/cpso/genre_form_faq.pdf
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目録と「ジャンル・形式」

Charles A. Cutter. Rules for a dictionary 

catalogue, 3rd ed. 1891

主題
aboutness 「何について」を示す

ジャンル・形式
isness 「何であるか」を示す

古くから、重要性の認識

カッターの『辞書体目録規則』（1876～）

目録の機能の中に

「文献の種類」による
集中機能



件名標目の一部に「形式標目」が存在

BSH（基本件名標目表）の「説明つき参照」

（１）主標目： 主題
（２）細目： 形式
（３）細目： 形式
（４）主標目： 形式、主題
（５）主標目： 形式、主題
（６）主標目： 形式

『基本件名標目表第4版』1999

実際には、（２）（３）（６）も「主題」に
なることがあるはず
数学辞典に関する著作
百科事典に関する著作…



件名標目の一部に「形式標目」が存在

BSH（基本件名標目表）の標目 『基本件名標目表第4版』1999

やはり不自然
aboutness と isnessは、全く異なる区分原理
ニーズの重なりもそれほどない

aboutnessが埋没してしまう恐れも



LCの書誌データ
Where the crawdads singの6XXフィールド

G.P. Putnam's Sons, [2022]
https://lccn.loc.gov/2022441207

650： 普通件名
Subject Added Entry - Topical Term

$v:  形式細目
Form subdivision

655： ジャンル・形式用語
Index Term - Genre/Form

https://lccn.loc.gov/2022441207


LCの典拠データ
“Bildungsromans”の典拠データ

https://lccn.loc.gov/gf20140262
43html

155： ジャンル・形式標目
Heading - Genre/Form Term

455： を見よ参照あり

555： をも見よ参照あり（上位）

https://lccn.loc.gov/gf2014026243html
https://lccn.loc.gov/gf2014026243html


米国での整備

？ MARC書誌フォーマットの655は存在

1991 LCのSubject Subdivision Conference
LCSH細目の整理提案

1995 形式細目のサブフィールド$vを新設

1995 MARC典拠フォーマットのX55を新設

1995 LC内に形式／ジャンルWG
655と$vの運用ルール等を検討

主題とは別に扱う入力の「器」は、
1990年代に整備



米国での整備

用いる語彙をどうするか（LCSHだけでなく）

LC内で、別途の語彙開発
Moving Image Genre-Form Guide (MIGFG) 1998
Radio Form-Genre Guide (RADFG) 1998

他の既存の語彙からの適用も
Guidelines on Subject Access to Individual Works of Fiction, Drama, Etc.

(GSAFD) ALA, 1990-
Art and Architecture Thesaurus (AAT) Getty, 1990-

2007～ 統合的に整備を
Library of Congress Genre/Form Terms (LCGFT) 



ジャンル・形式用語を統制する意義

“isness”は、検索の重要なファクター
利用者にとって自然なもの
書店の分類等でもしばしば利用

主題とは、明確に異なる概念
主題に混じっていてよいものではない
主題に対して従属的な性格のものでもない

OPACに「ファセットナビゲーション」のインターフェース
主題から独立させたほうが、扱いやすい
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Library of Congress Genre/Form Terms (LCGFT) 

Library of Congress Genre/Form Terms PDF 
Files
https://www.loc.gov/aba/publications/FreeL
CGFT/freelcgft.html

用語、マニュアル（PDFファイル群）

過去の関連文書

Genre/Form Headings at the Library of 
Congress
https://www.loc.gov/catdir/cpso/genreformge
neral.html

https://www.loc.gov/aba/publications/FreeLCGFT/freelcgft.html
https://www.loc.gov/aba/publications/FreeLCGFT/freelcgft.html
https://www.loc.gov/catdir/cpso/genreformgeneral.html
https://www.loc.gov/catdir/cpso/genreformgeneral.html


Library of Congress Genre/Form Terms (LCGFT) 

2015ごろまでの動向はこちらに詳しい
柴田洋子「ジャンル・形式用語の動向 ―米国議会
図書館の取組みをはじめとして」『カレントアウェアネ
ス』327, 2016.3 https://current.ndl.go.jp/ca1869

https://current.ndl.go.jp/ca1869


Library of Congress Genre/Form Terms (LCGFT)
2007～ 分野別に整備

2009.1 付与の開始（最初は、動画・ラジオ番組）

2011.5 LCSHから分離

2016.1 マニュアル草案公開

2016 独立したウェブページから公開
（それまではLCSHのページで）

2020.4 9分野の完了

2021.5 マニュアル本版公開

Introduction to Library of Congress 
Genre/Form Terms ほか



Library of Congress Genre/Form Terms (LCGFT)
動画（moving image）
ラジオ番組（radio program） →非音楽録音資料に拡張

2007～2008 LC内の既存語彙をもとに
計500超 2009.1適用開始

地図資料（cartographic materials）
2009～2010
約60 2010.9適用開始

法律資料（law materials）
2009～2010 AALL（米国法律図書館協会）と協働
約80 2011.6適用開始

一般（general library materials）
2012～2015 ALAのWGと協働
約180

緑字の件数は初期登録時

Introduction to Library of Congress 
Genre/Form Terms ほか



Library of Congress Genre/Form Terms (LCGFT)
音楽作品（musical works）

2009～2015 MLA （音楽図書館協会）と協働
約570

文学作品（literary works）
2012～2015 ALAのWGと協働
約390

宗教資料（religious materials）
2010～2015 ATLA（米国神学図書館協会）と協働
約45

美術・視覚作品（artistic and visual works）
?～2018 ARLIS/NA（北米美術図書館協会）と協働
約50

緑字の件数は初期登録時

Introduction to Library of Congress 
Genre/Form Terms ほか



Library of Congress Genre/Form Terms (LCGFT)
年１回、リスト（PDF）が更新

各年のIntroduction to Library of 
Congress Genre/Form Termsから作成



Library of Congress Genre/Form Terms (LCGFT) 
2022.3版リスト
（103p 2,421語）

この音順シソーラ
ス表示リストのみ

分野別も、階層構
造一覧もない
これだけでは
把握しにくい



Library of Congress Genre/Form Terms (LCGFT)
トップターム 「直下」はNT（直下位）の個数

Cartographic materials 直下12
Commemorative works 直下13
Creative nonfiction 直下10
Derivative works 直下15
Discursive works 直下28
Ephemera 直下23
Informational works 直下123
Instructional and educational works 直下41
Law materials 直下52
Literature 直下27
Music 直下24
Recreational works 直下3
Religious materials 直下30
Sound recordings 直下36
Tactile works 直下4
Visual works 直下22

Visual works 
Art
Illustrated works
Motion pictures
Television programs
Video recordings

「動画」「美術・視覚作品」の両分
野は、Visual worksに統合



LCGFTの特徴（１）
著作ないし表現形レベルのisnessに対応

物理媒体に対応したものではない

「形式」にあたる部分

RDAやNCR2018の表現形の属性と
やや重なるところも
表現種別
楽譜の形式 など



LCGFTの特徴（１）
著作ないし表現形レベルのisnessに対応（続）

著作の「ジャンル」にあたる
部分

多くのものが横並び

多くの場合、特に定義なし

相互排他的な意識は感じら
れない



LCGFTの特徴（２）
参照語（USE, UF）が多い
数えられないが、かなり目立つ



LCGFTの特徴（３）
やや独特の階層構造
「目的」によるやや抽象的な階層など
重合階層がかなり多い

トップタームの付与率は、7.9%
Bitter＆Tosaka, 2021(後述）

何に生かすための階層？



LCGFTの特徴（４）
事後結合的な設計
「細目」は存在しない
過度に複合的な概念の用語も作らない

映画Who Framed Roger Rabbit?の6XXフィールド
複数つけて当たり前、という
運用

なお、LCSHの細目（形式細
目）は、原則そのまま残存

Buena Vista Home Entertainment, [2021]
https://lccn.loc.gov/2022605711

LCSHとは異なった方針の設計

他の語彙システムとの併用も

https://lccn.loc.gov/2022605711


LCGFTの普及
Bitter&Tosaka, 2021
中規模学術図書館のWorldCatデータ約85万件（2020）を分析

LCGFT付与レコード率 29.5%（2007～） 22.5%（～2007）

言語資料（図書等）の付与率 18.8%
地図資料65.8% 楽譜53.5% 録音（音楽）40.8%

LCC分類別にみると
M（音楽）44.5% P（言語・文学）41.1% K（法律）33.1%

Colin Bitter and Yuji Tosaka. “On the state of genre/form vocabulary: a  
quantitative analysis of LCGFT data in WorldCat” Library resources & 

technical services, 65(2), 2021. pp. 52-64  
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